
仙
台
商
工
会
議
所
に
つ
い
て

笹
飾
り
所
属
の
千
葉
史
弥
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

仙
台
商
工
会
議
所
は
、
明
治

二
四
年
一
〇
月
五
日
に
創
立
さ

れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
に
わ

た
り
、
仙
台
の
商
工
業
の
均
衡

あ
る
発
展
と
と
も
に
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。

商
工
会
議
所
は｢

商
工
会
議

所
法｣

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
永
い
歴
史
を
持
つ

伝
統
的
な
特
別
許
可
法
人
で
、

地
域
商
工
業
者
の
世
論
を
代
表

す
る
唯
一
の
地
域
総
合
経
済
団

体
の
事
だ
。
組
織
は
大･

中･

小

と
い
っ
た
規
模
や
業
種
の
如
何

を
問
わ
ず
、
商
工
業
者
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
の
目
的
は
、｢

国

民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
は
か

り
、
兼
ね
て
国
際
経
済
の
進
展

に
寄
与
す
る｣

た
め
、｢

そ
の
地

区
内
に
お
け
る
商
工
業
に
総
合

的
な
改
善
発
達
を
は
か
り
、
兼

ね
て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る｣

と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
の
特
徴
は
次

の
四
点
で
す
。

1
.

公
共
性

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
会
員
の
枠
を
超
え
て
地

域
全
体
の
た
め
に
活
動
す
る
公

共
性
の
強
い
団
体
で
あ
る
。

2
.

地
域
性

地
域
を
基
盤
と
し
て
商
工
業
の

発
展
を
は
か
る
地
域
団
体
で
あ

る
。

3
.

総
合
性

業
種
、
企
業
規
模
、
法
人
、
個

人
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

商
工
業
者
が
会
員
と
し
て
加
入

で
き
る
民
間
の
総
合
経
済
団
体

で
あ
る
。

4
.

国
際
性

世
界
各
国
と
の
連
携
を
持
つ
国

際
性
豊
な
団
体
で
あ
る
。

「
引
用

仙
台
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ジ
よ
り

(
イ
ン
テ
リ
ア
科
二
年

安
藤

な
つ
み)

毎
年
八
月
六
日
～
八
日
に
仙
台

七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
商
工
会
議
所
の
千
葉
さ

ん
か
ら
、
そ
の
運
営
は
仙
台
七

夕
ま
つ
り
協
賛
会
実
行
委
員
会

が
運
営
を
し
て
い
る
と
話
を
伺
っ

た
。実

行
委
員
会
の
中
に
も
部
署

が
あ
り
、
総
務
部
、
宣
伝
部
、

笹
飾
り
・
行
事
部
な
ど
計
五
つ

の
部
署
が
あ
り
、
部
署

に
よ
っ
て
人
数
は
異
な

る
が
、
総
計
二
百
六
十

一
人
が
所
属
し
て
い
る
。

所
属
し
て
い
る
人
の

約
半
数
は
商
工
会
議
所

の
議
員
で
、
残
り
は
商

店
街
の
理
事
長
や
会
長
、

様
々
な
会
社
の
課
長
や
部
長
の

方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、
様
々
な

人
が
運
営
に
携
わ
り
協
力
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
毎

年
大
成
功
を
収
め
て
い
る
と
感

じ
た
。

（
情
報
技
術
科

佐
々
木

崚
）

仙
台
七
夕
の
歴
史
は
中
国
の

乞
巧
奠(

き
っ
こ
で
ん)

と
い
う

星
祭
り
に
由
来
す
る
。
わ
が
国

で
、
民
間
に
広
ま
っ
た
の
は
江

戸
時
代
だ
っ
た
。
仙
台
に
七
夕

祭
が
始
ま
っ
た
の
は
伊
達
政
宗

時
代
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
伊

達
政
宗
公
が
婦
女
に
対
す
る
文

化
向
上
の
目
的
で
七
夕
を
推
励

し
た
た
め
当
地
で
盛
ん
な
年
中

行
事
の1
つ
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
わ
が
国
の
七
夕
祭
は
、

中
国
の
乞
巧
奠
そ
の
ま
ま
の
行

事
ば
か
り
で
な
く
、
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
日
本
固
有
の
信

仰
が
か
ら
ん
で
い
た
。

終
戦
の
翌
昭
和
二
十
一
年
、

一
番
丁
通
り
の
焼
け
た
後
に
五

十
二
本
の
竹
飾
り
が
立
て
ら
れ

た
。現

在
の
仙
台
七
夕
は
、
商
店

街
復
興
か
ら
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ

と
変
貌
し
た
。
現
在
で
は
名
実

と
も
に
日
本
一
の
ス
ケ
ー
ル
を

誇
る
七
夕
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

(

イ
ン
テ
リ
ア
科

遠
藤
菜
摘)

七
月
三
十
日
、
私
た
ち
宮
城

県
工
業
高
等
学
校
新
聞
部
は
仙

台
七
夕
に
つ
い
て
の
取
材
を
す

る
た
め
に
商
工
会
議
所
へ
行
っ

た
。
今
ま
で
は
校
内
の
部
活
動

や
行
事
な
ど
を
中
心
に
取
材
を

し
て
き
た
。
去
年
も
河
北
新
報

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
材
を
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
今
回
は
も
っ

と
掘
り
下
げ
た
内
容
で
自
主
的

に
取
材
し
た
。
し
か
し
、
今
年

か
ら
は
も
っ
と
積
極
的
に
外
へ

出
て
活
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と

だ
。
八
月
に
は
信
州
総
文
祭
出

場
と
い
う
こ
と
で
気
合
が
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
外
に
出

た
活
動
を
増
や
し
て
い
く
つ
も

り
な
の
で
、
期
待
し
て
ほ
し
い
。

（
イ
ン
テ
リ
ア
科奥

山
ち
さ
と
）

★
今
回
は
千
葉
さ
ん
に
七
夕
や

商
工
会
議
所
に
つ
い
て
貴
重
な

話
を
伺
え
た
。
去
年
に
引
き
続

き
、
七
夕
に
つ
い
て
学
べ
た
の

で
良
か
っ
た
。
来
年
も
こ
の
よ

う
な
体
験
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

（
イ
ン
テ
リ
ア
科
二
年

安
藤
な
つ
み
）

★

去
年
と
今
年
で
仙
台
七
夕
に

つ
い
て
詳
し
く
な
れ
た
。
和
紙

を
使
っ
た
仙
台
七
夕
の
魅
力
を

何
ら
か
の
形
で
外
国
人
や
他
県

の
人
に
伝
え
た
い
と
思
う
。

（
イ
ン
テ
リ
ア
科
二
年

奥
山
ち
さ
と
）

★
今
回
の
商
工
会
議
所
の
取
材

で
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り
の
歴
史

だ
け
で
な
く
、
運
営
の
詳
細
に

つ
い
て
も
知
る
事
が
出
来
た
。

こ
の
よ
う
な
取
材
は
初
め
て
だ
っ

た
が
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
っ

た
。（

情
報
技
術
科
二
年

佐
々
木

崚
）
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運
営
の
実
態

外
に
出
て
み
ま
し
た

▲冷泉家の七夕(乞巧奠)

▲今年度の鐘崎の七夕飾り

▲商工会議所

▲今年度のポスター


